
メディパルホールディングスの価値創造プロセス



価値観

1.1.企業理念と経営のビジョン
《経営理念》

流通価値の創造を通じて⼈々の健康と社会の発展に貢献します。
Ø 流通価値の定義
国⺠の⽣活に無くてはならない医薬品・医療材料・⽇⽤品などを有事・平時に関わらず、
必要なものを必要な時に必要な量だけ、安⼼・安全・便利にお届けすること。

1.2.社会との接点
《捉えるべき社会課題》
Ø 少⼦⾼齢化・⼈⼝減少

• 社会保障費の増⼤
• 労働⼒不⾜
• ⼈⽣100年時代

Ø デジタル技術の発達
• デジタルトランスフォーメーション
• AI・ロボット等の活⽤
• 消費⾏動の変化

Ø 地球温暖化
• ⾃然災害の増加

《医療・健康分野の変化》
Ø 効率化・最適化

• 医療費の抑制、薬価の改定
• 地域医療の充実
• 予防医療の推進、健康寿命の延伸

Ø ⾼度化・多様化
• 医療技術の進歩、デジタル技術の導⼊
• 再⽣医療の拡⼤、希少疾病薬の開発
• オーダーメイド医療の拡⼤

《2022メディパル中期ビジョン》
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2.1. 市場勢⼒図における位置づけ

ビジネスモデル

出典⽇本経済新聞社売上⾼ランキング 商社
順位 社名 売上⾼ 業種
1 三菱商事 16兆1,037億円 総合商社
2 伊藤忠商事 11兆6,004億円 総合商社
3 丸紅 7兆4,012億円 総合商社
4 三井物産 6兆9,575億円 総合商社
5 豊⽥通商 6兆7,627億円 総合商社
6 住友商事 5兆3,392億円 総合商社

7 メディパルHD 3兆1,819億円 医薬品・化粧品・
⽇⽤品

8 アルフレッサHD 2兆6,405億円 医薬品
9 三菱⾷品 2兆6,203億円 ⾷品
10 ⽇鉄物産 2兆5,506億円 鉄鋼・産機・インフラ

2.1.1. 付加価値連鎖（バリューチェーン）
における位置づけ

2.1.2. 差別化要素及びその持続性
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2.2. 競争優位を確保するために不可⽋な要素

2.2.1. 競争優位の源泉となる経営資源・無形資産

ビジネスモデル

薬剤の学術レベルの⾼い⼈材育成

サプライチェーンの全体最適を実現する物流機能 ALCとRDC
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⽣産性向上をめざし次世代型の物流を開発

新たな流通価値を⽣み出す「⼈材」



製薬企業サポート
ARが、その⾼いスキルを医師や医療従事者の⽅々との⾯
談に活かし、治療に有⽤な情報を提供しています。また、
製薬企業からPMS業務の⼀部を受託しています。さらに、
早期の開発が期待されている希少疾病⽤医薬品などに
当社が投資を⾏い、上市が実現した際は投資に対するリ
ターンを得るとともに、医療機関への販売・流通を優先的
に⾏うビジネスモデルであるPFM®を⾏っています。

お得意様サポート
ALCの機能とノウハウを活⽤した調剤薬局業務サポー
トシステム「PRESUS®」や病院内の物流業務サポート
システムである「McHIL®」により、お得意様である医療
従事者の⽅々には本来業務に専念していただける時
間と環境を提供しています。

2.2.2. 競争優位を⽀えるステークホルダーとの関係

ビジネスモデル
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2.2.3. 収益構造・牽引要素（ドライバー）

ビジネスモデル

新規事業の位置付け
メディパルグループでは、卸本
来の機能である物流⼒と併せて
情報提供⼒を強化することで、
流通価値を拡⼤していくことを
新規事業の狙いとしています。
具体的にはARによる適正な情
報提供、PFM®（プロジェク
ト・ファイナンス＆マーケティ
ング）、PMS（製造販売後調
査）などを新規事業と位置付け
ています。

ニーズに応え市場を創造する「新規事業」
独⾃の物流機能であるALCや⾼い専⾨知識を持った多様な⼈材（AR※など）を活⽤して、医療機関
や製薬企業のニーズに応える新規事業を創出・育成しています。

新規事業

ARが、処⽅元に適正な情報をお届けすることで、製薬
企業のディテール活動を補完し、医薬品の適正使⽤に
貢献しています。また、希少疾病⽤医薬品や再⽣医療
等製品などの専⾨性、特殊性を伴う流通にも携わって
います。

PMS（製造販売後調査）とは、医薬品や医療機器が販
売された後に⾏われる品質、有効性および安全性の確
保を図るための市販直後調査や製造販売後調査です。
メディパルグループはPMS業務をトータルで受託して
います。

PFM®（ プロジェクト・ファイナンス&マーケティン
グ）とは、製薬企業などの新薬開発に当社が投資し、
その上市が実現した後は投資に対するリターンを得る
（プロジェクト・ファイナンス）とともに、医療機関
への販売・流通（マーケティング）を優先的に⾏う事
業です。

AR

PFM®

PMS
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※AR︓Assist Representatives MR認定試験に合格したMS（医薬品卸売業の営業担当者）や薬剤師などに付与した社内呼称

新規事業は「創造」から「拡⼤」のステージへ



3.1. ＥＳＧに対する認識

持続可能性・成⻑性

私たちの使命は、“必要なものを、必要な時に、必要な量だけ確実に運び届けること”。約5,000社の
メーカーの医薬品、化粧品、⽇⽤品などの「医療と健康、美」に関連するフィールドの商品を、全国流通
ネットワークを通じ、24万軒の医療機関やドラッグストア等に安定的に供給しています。

医療⽤医薬品等卸売事業では、希少疾病⽤医薬品の開発を⽀援するPFM®（プロジェクト・ファイナン
ス&マーケティング）により、治療を待ち望む患者さんに薬を安定供給する取組みを進めています。また、
健やかな社会の実現をめざし、Rare Disease Day（世界希少・難治性疾患の⽇、毎年２⽉最終⽇）にはス
ポンサー企業として活動を⽀援しています。
さらに、国⽴成育医療研究センターが運営する重い病気や障害を持つ⼦どもやそのご家族のための医療型
短期⼊所施設「もみじの家」の⽀援をするなど、医療の⼀翼を担う企業としてその役割を果たしています。

これらの取組みを推進していくとともに、従業員のESGやSDGsに対する理解促進と⼀層の浸透を図る仕
組みづくりに努め、流通を担う企業としての環境負荷の軽減や地域社会への貢献を通じて、持続可能な経
済社会の実現を⽬指します。 6



持続可能性・成⻑性

3.2. 主要なステークホルダーとの関係性の維持

価値創造のプロセスを通じて、
ステークホルダーに価値を提供する。

地域社会・地球環境
・地域医療の充実、
地域包括ケア構築⽀援

・物流効率化を通じた
環境負荷の低減

お得意様
・サプライチェーンの最適化
・業務の効率化
・質の⾼い医療の⽀援

患者さん・消費者
・安全・安⼼な医療
・豊かで快適な⽣活

従業員
・働きやすい職場環境
・⾼度な専⾨知識の取得
・やりがいの創造

株主・投資家
・企業価値の最⼤化
・安定的な株主還元

⽣産者
・製品の普及
・物流の効率化
・新製品の開発

安全・安⼼な物流の提供
ALC/RDCをはじめとした、
全国物流プラットフォーム

お得意様業務の効率化⽀援
物流機能と連動した、
独⾃のサポートシステム

適正な情報の提供
ARなどの多様な⼈材による情
報提供、ソリューション提案

新しい付加価値の創造
全国ネットワークと専⾨性の⾼
い⼈材を活⽤した新規事業
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3.3.2. カントリーリスク 3.3.3. クロスボーダーリスク

3.3.1. 技術変化の早さとその影響3.3. 事業環境の変化リスク
AI＋ロボット技術導⼊少⼦⾼齢化、労働⼈⼝減少、医療費抑制 細胞医薬品等に対応する流通技術

⾃然災害、保険制度の変化 協業で海外進出

持続可能性・成⻑性
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4.1. バリューチェーンにおける影響⼒強化、事業ポジションの改善

4.2. 経営資源・無形資産等の確保・強化
4.2.1. ⼈的資本への投資

• ネットとリアルの融合

• 流通過程で得られる情報活⽤
⇒ デジタルヘルス分野（他社協業）

• 患者発掘マーケティングなど

• 薬剤使⽤データを製薬企業へ。

薬剤の学術レベルの⾼い⼈材育成・活⽤

戦略

9



4.2.2. 技術（知的資本）への投資
4.2.2.1. 研究開発投資
4.2.2.2. IT、ソフトウェア投資
物流センターAI＆ロボット技術

超低温＆トレーサビリティ輸送

顧客⽀援システム

戦略
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PFM事業
製薬企業などの新薬開発に当社が投資し、その上市が実現した後は投資に
対するリターンを得るとともに、医療機関への販売・流通を優先的に⾏う事業



4.2.3. ブランド、顧客基盤構築
新聞広告（毎年3⽉11⽇に掲載） 優良顧客の囲い込み・ブランド化

戦略
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4.2.4. 企業内外の組織づくり
新設した信頼性統括部を中核にGDPガイドライン（医薬品の適正流通）の定着を推進

PMS（Post-Marketing Surveillance)の受託
医療⽤医薬品を発売した企業が品質、有効性、安全性を
確認するため、法的に義務付けられた市販後調査。

メディパルグループでは、GDPガイドライン発出を⾒越して、品質マニュアルおよび
SOP（標準作業⼿順書）を作成しました。2019年4⽉に、メディパルホールディ
ングスの管理本部に信頼性統括部を新設しGDPガイドライン遵守のため「物流の
信頼性」に加えて、「調査・研究の信頼性」「情報活動の信頼性」の3本柱を掲げ、
メディセオなど医療⽤医薬品等卸売事業会社3社を統括しながら、品質保証レベ
ルや信頼性の向上に取り組んでいます。

class A は地域の⼈々の健康を応援する新しい形の保険薬局です。調剤は
もちろんのこと、健康をトータルにサポートする「ヘルスケア・プロショップ」として、北
は北海道から南は沖縄まで、全国5,700の薬局が地域の⼈々の健康を応援
しています。



4.2.5. 成⻑加速の時間を短縮する⽅策
積極的なM&A
医療機器卸、動物薬卸、⾷品加⼯原材料卸

積極的な資本業務提携
デジタルヘルス、医療データ、製薬メーカー等

戦略
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積極的な開発投資（PFM）



4.3. ESG・グローバルな社会課題（SDGs等）の戦略への取り組み

戦略
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4.4. 経営資源・資本配分
4.4.1. 事業売却・撤退戦略を含む事業ポートフォリオマネジメント
4.4.2. 無形資産の測定と投資戦略の評価・モニタリング

投資戦略の評価・モニタリングする部⾨として
事業投資部を新設 2019年2⽉1⽇
HLFP-B第１期卒業⽣システム開発部

システム運用部

信頼性統括部

事業開発部

事業投資部

事業開発本部

システム本部 システム企画部

監査室

秘書室

経営企画・広報部

総務部

財務経理部

財務経理部

株主総会 取締役会

監査役会

社長

CSR委員会 管理本部



4.3. ESG・グローバルな社会課題（SDGs等）の戦略への取り組み

戦略
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メディパルHD、アインHD／卸と保険薬局が物流効率化で協業 2020年02⽉27⽇

メディパルホールディングスとアインホールディングスは2⽉27⽇、持続可能な社会を実現するための新たな医薬品流通モデルの構築に向けたトライ
アルを実施すると発表した。
トライアルは、3⽉中旬から東京都・埼⽟県内のアイン薬局7店舗で開始予定。卸の物流機能と保険薬局の店舗サービスのノウハウと強みを⽣
かし、従来の商習慣にとらわれない新たな医薬品流通モデルを構築する。
具体的には、CO2排出量削減に向けて、保険薬局ごとに最適な医薬品の在庫量を分析・管理し、両社間の受注・納品業務を減らすことで、
配送によるCO2排出量を⼤幅に削減する。
また、⽣産性の向上に向けては、医薬品の納品・検品・棚詰めなどの作業を効率化し、物流に係る従業員の労働⽣産性を向上させるとともに、
薬剤師の本来業務への時間創出を図る。
そのほか、働き⽅改⾰に向けた取組みとして、納品・検品の回数を⼤幅に減らすことをはじめ、両社で効率的な物流を追求することにより、多様
化する働き⽅のニーズに対応できる環境を作る。
これらの取り組みによって、地球環境に配慮した医薬品流通の在り⽅を⽬指すとともに、患者の想いに寄り添い、⽀え続けるための取組みを検
討・実現。併せて、卸と保険薬局の双⽅にとって、持続的成⻑を⾒据えた効率的で働き甲斐のある事業環境を実現する。
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5.1.財務パフォーマンス
5.1.1.財務状態及び経営成績の分析（MD&A（経営観測分析）等
5.1.2.経済的価値・株主価値の創出状況
5.2.戦略の進捗を⽰す独⾃のKPIの設定
5.3.企業価値創造と独⾃KPIの接続による価値創造設計
5.4.資本コストに対する認識
5.5.企業価値創造の達成度評価
連結、事業別、会社別に財務＆戦略KPIを設けて管理・競合他社⽐較（ROE、BPS、PBR、PER、EPS、DOE、配当性向など）

成果と重要な 成果指標（ＫＰＩ）

15



6.1.経営課題解決にふさわしい取締役会の持続性、6.2.社⻑、経営陣のスキル及び多様性
6.3.社外役員のスキル及び多様性

ガバナンス
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取締役10名（社外３名、⼥性２名）、監査役５名（社外３名）
（社外︓弁護⼠、⼤学教授、製薬会社社⻑、医材会社役員など）



6.5. 利益分配の⽅針

6.6.役員報酬制度の設計と結果6.4.戦略的意思決定の監督・評価

6.7取締役会の実効性評価のプロセスと経営課題

ガバナンス
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6.6.役員報酬制度の設計と結果

ガバナンス
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２０２０年３⽉１０⽇
指名・報酬委員会の設置に関するお知らせ

当社は、本⽇開催の取締役会において、取締役会の任意の諮問機関として「指名・報酬委員会」を設置するこ
とを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。

記
１．⽬的

取締役の指名・報酬等に関する⼿続きの公正性・透明性・客観性を強化し、コーポレート・ガバナンス
の充実を図ることを⽬的として、取締役会の諮問機関として、任意の「指名・報酬委員会」を設置する
ものであります。

２．役割
指名・報酬委員会は、取締役会の諮問に応じて、次の事項について審議し、取締役会に対して答申を⾏
います。
（１）指名に関する事項

① 取締役の選任・解任の⽅針
② 取締役の選任・解任（株主総会決議事項）に関する事項
③ 代表取締役の選定・解職に関する事項
④ 役付取締役の選定・解職に関する事項
⑤ 後継者計画に関する事項

（２）報酬に関する事項
① 取締役の報酬等に関する⽅針
② 取締役の報酬限度額（株主総会決議事項）に関する事項
③ 取締役の個⼈別の報酬に関する事項

（３）その他経営上の重要事項で、取締役会が必要と認めた事項
３．構成

指名・報酬委員会は、取締役会の決議によって選定された３名以上の委員で構成し、委員の過半数を社
外取締役とし、委員⻑は社外取締役が務めます。

４．設置⽇
２０２０年３⽉１０⽇

以 上



メディパルホールディングスの価値創造プロセス
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